
「
殿

位

記

」

に

関

す

る

基

礎

的

考

察

高

橋

周

は
じ
め
に

位
記
と
は
、
律
令
制
に
お
い
て
位
階
を
授
け
ら
れ
る
時
に
与
え
ら

　
　

ヅ

れ
た
文
書

で
あ
る
。
授
与
さ
れ
た
位
記
は
各
人
が
保
管
し
、
位
記
の

控
え
と
な
る
案
は
式
部
省
も
し
く
は
兵
部
省

(女
官
の
場
合
は
中
務

省
)
に
よ
り
管
理
さ
れ
た
。
何
事
も
な
け
れ
ば
再
び
取
り
出
さ
れ
る

こ
と
の
な

い
性
格

の
文
書
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
位
記
が
再
び
取
り
出
さ
れ
る
時
が
あ
る
。
そ
れ
は
罪

を
犯
し
刑
を
受
け
る
際
、
そ
の
付
加
刑
と
し
て
位
階
が
降
さ
れ
る
場

合
で
あ
る
。
降
さ
れ
る
位
階
の
位
記
は
意
味
を
失
う
こ
と
と
な
り
、

内
印

(天
皇
御
璽
)
あ
る
い
は
外
印

(太
政
官
印
)

の
捺
さ
れ
た
位

記
を
破
棄

す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
そ
の
位
記
破
棄
の
儀
式
が
「殿

位
記
儀
」
で
あ
る
。
本
稿
は
位
記
を
破
棄
す
る
こ
と
、す
な
わ
ち

「殿

位
記
」
に
注
目
し
、
そ
の
変
遷
や
意
義
の
視
点
か
ら
律
令
位
階
制

の

変
質
を
考
え
て
み
た
い
。

す
で
に
先
学
に
よ
る
位
階
制
の
研
究
は
枚
挙
に
逞
が
な
い
が
、
位

へ
　

　

記
に
つ
い
て
専
論
す
る
も
の
は
管
見
の
限
り
多
く
な

い
。
屋
上
屋
を

架
す
可
能
性
も
あ
る
が
、
古
代
に
お
け
る
位
記
あ
る
い
は
位
階
制
の

意
義
を

一
瞥
し
た
い
。

一
、

殿
位
記
儀
に
つ
い
て

ー

「
穀
位
記
儀
」
ま
で
の
手
続
き
ー

[史
料
1
]
獄
令
28
応
除
免
条

凡
犯
レ
罪
応
二
除
免
及
官
当

一
者
。
奏
報
之
日
。
除
名
者
。
位

記
悉
殿
。
官
当
及
免
官
者
。
免
所
居
官
者
。
唯
殿
二
見
当
及
降
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至

者

位

記

一
。

降

所

不

至

者

。

不

レ
在

二
追

限

一
。

応

レ
殿

者

。

並

送

二
太

政

官

一
殿

。
式

部

案

注

二
殿

字

一
。
〈
以

二
太

政

官

印

一
。

印

二
殿

字

上

一
。
〉

※

〈

〉

は

本

註

、

傍

線

・
返

り

点

は

筆

者

加

筆

、
以

下

同

じ

。

[史

料

2
]

名

例

律

21
除

法

条

凡

除

名

者

。

官

位

勲

位

悉

除

。

課

役

従

二
本

色

一
。

六
載

之

後

聴

レ
叙

。

若

本

犯

不

レ
至

二
免

官

一
。

而

特

除

名

者

。

叙

法

同

二

免

官

例

一
。

免

官

者

。

三

載

之

後

。

降

二
先

位

二

等

一
叙

。

免

所

居

官

及

官

当

者

。

期

年

之

後

。

降

二
先

位

一
等

一
叙

。

若

本

犯

不

レ
至

二
免

所

居

官

及

官

当

一
。

而

特

免

官

者

。

叙

法

同

二
免

所

居

官

一
。

其

免

官

者

。

若

有

二
二
官

一
。

各

聴

下
依

二
所

レ
降

位

一
叙

上
。

即

免

官

。

居

所

免

官

及

官

当

。

断

詑

更

犯

。

余

有

二
歴

任

位

記

一
者

。

各

依

二
当

免

法

一
。

〈兼

有

二
二

官

一
者

。

先

以

二
山口同
者

一
当

。
〉

栃

累

降

之

。

所

レ
降

錐

レ
多

。
各

不

レ
得

レ
過

二
四
等

一
。

〈
各

。

謂

。

二

官

各

降

。

不

レ
在

二
通

計

之

限

一
。
〉

若

官

尽

未

レ
叙

。

更

犯

二
流

以

下

罪

一
者

。

聴

レ
以

二
贈

論

一
。

〈
謂

。

後

叙

合

二
得

八

位

以

上

一
者

。

叙

限

各

従

二
後

犯

一
計

レ

年

。
〉

不

レ
在

二
課

役

之

限

一
。

難

レ
有

二
歴

任

之

位

記

一
。

不

レ

得

レ
預

二
朝

参

之

例

一
。

位
記
破
棄
の
対
象
は
、
[史
料
1
]
獄
令

28
応
除
免
条
に
よ
る
と

「除
免
及
官
当
」
の
罪
科
で
あ
る
。
「除
免
」
と
は
官
人
を
対
象
と
す

る
付
加
刑

の
除
名

・
免
官

・
免
所
居
官
の
総
称
で
、
い
ず
れ
も
本
刑

の
重
さ
に
よ
り
剥
奪
の
対
象
と
な
る
官
位

・
勲
位
の
範
囲
は
異
な
る
。

す
な
わ
ち
、
[史
料
2
]
名
例
律
21
除
法
条

に
よ
る
と
、
「除
名
」
は

す
べ
て
の
位
記
、
「免
官
」
は
現
に
帯
す
る
位
階
と

一
等
下
の
位
階

　
ヨ

　

と

の
二
枚
の
位
記
、
「
免
所
居
官
」
は
現
に
帯
す
る
位
階
の
位
記
が

破
棄

の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
「官
当
」
は
官
位

・
勲
位
を
剥
奪
し

徒
刑
に
換
え
る
も
の
で
、
「免
所
居
官
」
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、

破
棄

の
対
象
者
は
い
ず
れ
も

一
～
六
年
後
に
は
以
前

の
位
階
よ
り
数

等
降
し
て
叙
位

・
叙
勲
に
与
る
規
定
と
な

っ
て
い
る
。
慶
雲
三

(七

〇
六
)
年
に
除
名
さ
れ
た
官
人
の
復
位
に
関
す
る
規
定
が
令
文
に
な

　
う

　

い
こ
と
が
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
大
宝
律
令
施
行
後
間
も
な
く
名
例

律
21
除
法
条
が
運
用
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「殿

位
記
」
は
罪
刑
の
付
加
規
定
に
起
因
す
る
が
、
位
記
破
棄
は
事
務
的

に
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
太
政
官
に
お
け
る
政
務
の

一
つ
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
律
令
制
に
お
け
る
位
記
の
重
要
性
を
示
唆

し
て
い
よ
う
。

ま
た
、
位
記
破
棄
に
至
る
前
段
階
と
し

て
、
刑
部
省
に
よ
る
罪
刑

こ

の
　

の
審
議
が
あ
る
。
令

の
規
定
で
は
、
ま
ず
犯
罪
発
生
地
点
の
管
轄
官
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司

(在
京
諸
官
司

・
国
郡
司
)
が
処
断
し
、
京
職
を
除
く
在
京
諸
官

　
　

　

司
が
徒
罪
以
上
を
処
断
す
る
場
合
は
刑
部
省

へ
移
送
す
る
。
位
記
破

棄

の
対
象
と
な
る

「除
免
及
官
当
」
を
国
や
刑
部
省
が
処
断
す
る
場

合
は
、
各
官
司
で
審
議
し
た
後
に
太
政
官
が
再
審
し
、
そ
の
後
の
太

ホ
　

　

政
官
に
よ

る
申
奏
で
事
実
上
の
罪
刑
確
定
と
な
る
。
こ
の
申
奏
に
対

す
る
天
皇

の
裁
可
が

[史
料
1
]
獄
令
28
応
除
免
条

の

「奏
報
」
に

　
　

　

相
当
す
る
。

そ
し
て
、
罪
刑

の
確
定
後
、
「殿
位
記
儀
」

へ
と
進
む
が
、
具
体

的
な
儀
式

の
内
容
は

『貞
観
儀
式
』
に
詳
し
い
。
以
下
、
次
第
を
読

み
説
き
な

が
ら

(『貞
観
儀
式
』
本
文
は
○
囲
み
数
字
で
示
す
。)
、

関
連
史
料
と
あ
わ
せ
て
考
察
し
た
い
。

【位
記
収
公
】

①
刑
部
省
預
収
二
犯
罪
人
位
記

一
。
申
二
送
弁
官

一
。

[史
料
3
]
獄
令
集
解
逸
文
応
除
免
条
令
釈

釈
云
。
刑
部
惣
収
二
応
レ
殿
位
記

一
送
二
太
政
官

一。

々
史
元
授

之
司
。
就
二
少
納
言
座

一
而
令
レ
注
二
殿
字

一。
已
了
外
記
自
殿
。

刑
部
相
随
耳
。

[史
料
4
]
延
喜
刑
部
式
罪
人
位
記
条

凡
諸

国
不
レ
進
二
犯
罪
人
位
記

一。
移
二
式
部
省

一
。
拘
二
留
朝

集

使

返

抄

一
。

位
階
の
剥
奪
が
決
ま
る
と
、
本
人
の
手
元

に
保
管
さ
れ
た
位
記
を

収
公
す
る
必
要
が
あ
る
。
『貞
観
儀
式
』
に
は
、
位
記
破
棄

の
対
象

と
な
る
犯
罪
人
の
位
記
を
刑
部
省
が
予
め
収
公
し
、
弁
官

(太
政
官
)

へ
申
送
す
る
と
あ
る
。
[史
料
3
]
か
ら
令
釈
成
立
の
延
暦
年
間
に

　
　
ニ

は
刑
部
省
に
よ
る
位
記
の
収
公
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。

諸
国
で
の
位
記
収
公
に

つ
い
て
は
、
[史
料
4
]
に
犯
罪
人
位
記

未
進
の
場
合
は
朝
集
使
返
抄
を
拘
留
す
る
と
あ
り
、
国
司
に
よ
る
収

公
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
で
、
京
内

で
の
位
記
収
公
に
つ
い

て
は
、
仁
和
二

(八
八
六
)
年
に
藤
原
時
長

・
多
治
藤
善
ら
の

「告

身
」
(位
記
)
の
収
公
を
京
職
が
行

っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

(
[史

料
12
]
)。
九
世
紀
後
半
以
降
、
刑
部
省
の
権
限
低
下
が
指
摘
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
例
は
本
来
的
な
収
公
の
あ
り
方
で
は
な

い
可
能
性
も

あ
る
。
し
か
し
、
京
職
も
令

に
国
司
と
同
様

「訴
訟
」
の
職
掌
が
規

へ
い

　

定
さ
れ
て
お
り
、
京
内

の
位
記
は
京
職
が
本
来
的
に
収
公
し
た
と
考

え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
た
が

っ
て
、
再
び

[史
料
3
]
を
見
る
と
、
「刑
部
惣
収
」
の

「惣
」
字
が
注
目
さ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、儀
式
の
前
段
階
で
は
、

位
記
は
刑
部
省
か
ら
太
政
官
に
送
ら
れ
た
後

に
再
び
刑
部
省

へ
返
付
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ロ

　

さ
れ
、
「
殿
位
記
儀
」
で
刑
部
省
官
人
が
位
記
を
持
ち
入
る
。
す
な

わ
ち
、
最
終
的
に
は
刑
部
省
に
す
べ
て
の
位
記
が
収
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
位

記
収
公
に
際
し
て
は
、
京
内
は
京
職
、
諸
国
は
国
司
が
関

与
し
、
刑

部
省
が
太
政
官
に
申
送
す
る
際
に
す
べ
て
の
位
記
を
取
り

ま
と
め
る
手
続
き
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【殿
位
記
儀
の
式
日
】

②
官
以
二
位
記

一
返
二
付
於
省

一
。
省
更
定
レ
日
申
レ
官
。

[史
料
5
]
弘
仁
式
部
式
殿
罪
人
位
記
条

内
外
有
位
犯
二
官
当
以
上

一
者
。
刑
部
処
断
申
レ
官
。
奏
聞
詑
。

刑
部
移
二
二
省

一
。
〈五
位
以
上
移
二
中
務
省

一
。〉
井
申
二
弁
官

一
。
太
政
官
預
定
二
其
日

一
。
(以
下
略
)

続

い
て
、
刑
部
省
が
弁
官

(太
政
官
)
に
位
記
を
申
送
す
る
と
、

太
政
官
は
再
び
刑
部
省
に
返
付
す
る
。
太
政
官
で
の
手
続
き
は
明
ら

か
に
で
き

な
い
が
、
対
象

の
位
記
の
確
認
を
行

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
後
、

刑
部
省
は
あ
ら
た
め
て

「
殿
位
記
儀
」
の
式
日
を
定
め
、

太
政
官

へ
申
告
す
る
。
[史
料
5
]
に
よ
る
と
、
太
政
官
と
同
時
に

　
ロ

　

二
省

(式
部
省

・
兵
部
省
)

へ
も
報
告
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
各
省

に
保
管
さ

れ
る
位
記
案

の
確
認
な
ど
の
省
内

の
事
務
手
続
き
に
よ
る

も

の

で
あ

ろ
う

。

し

か

し

、

こ

の

「
殿

位

記

儀

」

史

料

上

の
相

違

が
あ

る
。

の
式
日
に

つ
い
て
は
注
目
す
べ
き

[
史

料

6

]

公

式

令

集

解

任

授

官

位

条

(
令

釈

)

除

免

之

人

。

刑

部

断

定

申

レ
官

。

々
申

奏

報

下

之

時

。

刑

部

録

レ
状

報

二
式

部

一
。

々

々
刑

部

相

並

。

向

レ
官

殿

二
位

記

一
。

(跡

記

)

言

刑

部

断

二
官

当

以

上

一
申

レ
官

。

々
奏

報

之

日

。

刑

部

移

二
式

部

一
。

令

レ
注

二
殿

字

一
。

(穴

記

)
其

諸

国
断

二
官

当

以

上

一
申

レ
官

。

々
案
覆

。

仮

十

日

程

了
申

奏

。

々
報

之

日

。

則

下

二
符

刑

部

一
。

々

々
移

二
式

部

一
。
於

レ
官

殿

詑

也

。

[史
料
6
]
集
解
諸
説
は
、
太
政
官
が
刑
部
省

の
処
断
を
奏
聞
し

奏
報

(裁
可
)
を
得
た
日
に
、
刑
部
省
は
式

部
省
に
報
告
し

「殿
位

記
儀
」
を
行
う
と
す
る
。
ま
た
、
[史
料
1
]
獄
令
28
応
除
免
条
も

「奏

報
之
日
」
に
位
記
の
破
棄
を
規
定
す
る
。
集

解
諸
説
は
令
文
に
則

っ

た
解
釈
で
あ
る
可
能
性
も
残
さ
れ
る
が
、
集
解
諸
説
成
立
の
延
暦
年

間

の
実
態
を
反
映
し
た
も

の
と
考
え
て
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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八
世
紀

に
お
け
る
式
日
を
窺
わ
せ
る
史
料
は
な
い
が
、
令
を
遵
守
し

て

「奏
報
之
日
」
に
行
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ

ろ
が
、

『貞
観
儀
式
』
や

[史
料
5
]
弘
仁
式
は
、
刑
部
省

の
処
断

に
対
す
る
奏
聞
が
終
わ
り
式
部

・
兵
部
省

に
報
告
し
、
そ
の

後
に
太
政

官
が
式
日
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「奏
報

之
日
」
と

「殿
位
記
儀
」
の
式
日
と
は
同

一
日
で
は
な
く
分
離
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

「殿
位
記
儀
」
の
式
日
に
変
化
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
、
延
暦
年
間
と
弘
仁
年
間
と
の
間
に

「殿
位
記
儀
」
を
め
ぐ
る
制

度
的
な
改

変
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
改
変

の

一
因
と

し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
外
記
政

の
成
立
で
あ
る
。
「殿
位

記
儀
」
は
外
印
を
押
捺
す
る
作
法
を
含
ん
で
お
り
、
外
印
請
印
儀
の

　
ロ

　

一
つ
と
し

て
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
外
記
政
は
弘
仁
年
間
の
嵯
峨

天
皇

に
よ

る
儀
式
整
備

の

一
環
と
し
て
制
度
的
に
成
立
し
た
と
さ

ヨ
ほ

　

れ
、
「段

位
記
儀
」
の
式
日
の
変
化
と

一
致
す
る
。
外
記
政
と
の
関

連
は
、
儀

式
の

「場
」
の
変
化
に
お
い
て
も
窺
え
る
。
次
に
、
儀
式

の

「場
」

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た

い
。

【殿
位
記
儀

の
場
】

「
殿
位
記
儀
」

の

「場
」
を
明
示
す
る
史
料
は
多
く
な

い
が
、
[史

料
1
]
獄
令
28
応
除
免
条
で
は

「送
二
太
政
官

一
殿
」
と
し
、
令
集

解
諸
説
も

「向
レ
官
」
([史
料
6
]
令
釈
)
、
「於
レ
官
」
(
[史
料
6
]

穴
記
)
と
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
延
暦
年
間

ご
ろ
ま
で
は

「太
政
官

(曹
司
)」
で

「殿
位
記
儀
」
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
次

の

[史
料
7
]
は
異
な
る

「
場
」
を
示
唆
す
る
。

[史
料

7
]
『日
本
三
代
実
録
』
仁
和
二

(八
八
六
)
年
十
二
月
二
十

八
日
条是

日
。
公
卿
於
二
外
記
候
庁

一
。
殿
二
罪
人
石
見
守
従
五
位
下

上
毛
野
朝
臣
氏
永
。
散
位
従
七
位
下
大

石
福
麻
呂
等
位
記

一
。

中
務
。
式
部
。
刑
部
等
省
丞
録
従
レ
事

。

[史
料
7
]
か
ら
九
世
紀
後
半
の

「殿
位
記
儀
」
は

「外
記
候
庁
」、

す
な
わ
ち
外
記
庁

(太
政
官
候
庁
)
で
行
わ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

先
述
し
た
よ
う

に
、
「
殿
位
記
儀
」
が
外
記
政
の

一
つ
と
し
て
考
え

ら
れ
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
「場
」
も
外
記
政

の

成
立

に
伴

い
変
化
し
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
よ
う
。
「殿
位
記
儀
」

の

「場
」
は
弘
仁
年
間
の
外
記
政
成
立
を
契
機
と
し
て
、
太
政
官
曹

司
か
ら
外
記
庁

へ
と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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二

、

穀
位
記
儀
に
つ
い
て

ー

「殿
位
記
儀
」
当
日
の
次
第
1

次
に
、
当
日
の
儀
式
次
第
に
つ
い
て
見

て
い
き
た

い
。
当
日
の
次

第

に
つ
い
て
は
、
吉
川
真
司
氏
が
外
記
政
と
し
て
の
考
察
で
詳
論
さ

へ
い

　

れ

る

。

以

下

、
氏

の
論

文

に
依

拠

し

つ

つ
、
読

み

説

い

て

い
き

た

い
。

【参

入

・
着

座

】

③

当

日
。

申

二
尋

常

政

一
。

詑

少

納

言

.
弁

大

夫

.
外

記

.
史

。

率

二
式

部

〈
殿

二
武

官

位

記

一
率

二
兵

部

一
。

殿

二
女

位

記

一
率

二
中

務

一
。

下

亦

倣

レ
此

。
〉

刑

部

等

省

丞

録

各

一
人

一
。

共

就

レ
版

。

〈式

部

丞

録

執

二
位

記

案

筥

一
。

刑

部

録

執

二
犯

人

位

記

筥

一
。
若

三
省

共

殿
令

レ
納

二

一
筥

一
。
〉

③
儀
式

の
当
日
、
ま
ず
尋
常
政

(外
記
政
)
が
行
わ
れ
る
。
そ
の

終
了
後
に
、
少
納
言

・
弁

・
外
記

・
史
が
式
部
省
と
刑
部
省
の
丞

・

録
各

一
人
を
率

い
て
外
記
庁

(太
政
官
候
庁
)
に
参
入
し
、
版
位
に

就
く
。
武
官
の
位
記
を
破
る
場
合
は
兵
部
省
官
人
、
女
官
の
位
記
の

場
合
は
中
務
省
官
人
が
入
場
す
る
。
中
務
省
は
、
五
位
以
上
の
位
記

　
ぼ

　

を
破
る
場
合
に
も
入
場
す
る
。
ま
た
、
入
場
す
る
際
に
式
部

(兵
部
・

　
バ

　

中
務
)
録
は
位
記
案
を
入
れ
た
筥
を
持
ち
、
刑
部
録
は
犯
人
の
位
記

を
入
れ
た
筥
を
持
つ
。
式
部

・
兵
部

・
中
務
三
省
が
同
時
に
位
記
を

破
る
場
合
で
も
、
犯
人

の
位
記
は

一
つ
の
筥

に
納
め
る
。
そ
し
て
、

　
の

　

版
位
に
就
き
列
立
す
る
際
は
北
面
東
上
と
す

る
。
以
下
、
式
部
省
が

入
場
す
る
次
第
を
み
る
。
兵
部

・
中
務
省
は
こ
れ
に
准
じ
る
。

④
外
記
史
生
持
二
印
盤

一
立
二
史
前

一
。
〈少
右
避
立
不
三
正
当
二
史

前

一
。〉

⑤
式
部
史
生
持
二
硯
筥

一
立
二
於
丞
後

一
。

⑥
大
臣
喚
二
少
納
言
已
下

一
依
レ
次
称
唯

〈但
史
生
等
不
二
称
唯

一
。〉
各
就
レ
座

〈初
納
言
弁
就
レ
座
。
詑
外
記
史
生
費
二
印
盤

一
趨
置
二
机
上

一而
開
設
レ
之
。
其
間
外
記
史
趨
而
就
レ
座
。
詑

外
記
史
生
退
出
。
式
部
史
生
以
二
硯
筥

一
趨
進
置
二
丞
前

一
而
退

出
。〉
。

④
～
⑥
で
は
儀
式
に
必
要
な
硯
筥
な
ど
の
設
営
を
行
い
、
少
納
言

以
下
の
官
人
が
着
座
す
る
場
面
で
あ
る
。
ま
ず
、
外
記
史
生
が
印
盤

を
持
ち
、
史
の
正
面
か
ら
や
や
右
寄
り

に
立

つ

(④
)。
そ
し
て
、

式
部
省
史
生
が
硯
筥
を
持
ち
、
式
部
丞
の
後

ろ
に
立
つ

(⑤
)
。
次

　
　

　

い
で
、
大
臣
が

「
召
せ
」
と
少
納
言
以
下
を
呼
び
、
順
次
に
称
唯
し
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て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
座
に
就
く
。
具
体
的
に
は
、
初
め
に
少
納
言
と
弁

が
座

に
就
く
。
座
に
就
き
終
わ
る
と
、
外
記
史
生
が
印
盤
を
印
机

の

上
に
置
い
て
、
印
盤
を
開
い
て
お
く
。
そ
の
間
に
外
記
と
史
が
座
に

就
く
。
座

に
就
き
終
わ
る
と
、
外
記
史
生
は
退
出
す
る
。
式
部
省
史

生
は
硯
筥

を
式
部
丞
の
前

に
置

い
て
退
出
す
る

(⑥
)。
版
位
に
列

立
す
る
式
部
丞

・
録
や
刑
部
丞

・
録
の
動
き

の
記
述
は
な
い
が
、
式

部
史
生
が
式
部
丞
の
前
に
硯
筥
を
置
く
こ
と
か
ら
、
そ
の
前
に
座
に

　
の

　

就

い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

【読
申
】

⑦
干
時

。
弁
大
夫
申
云
。
其
官
姓
名

〈我
〉
位
記
可
レ
殿
事
申
給
〈止
〉

申
。

⑦
は
い
わ
ゆ
る
読
申
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、弁
官
が

「
【某
官
姓
名
】

が
位
記
、
殿
る
べ
き
事
、
申
し
給
う
と
申
す
」
と
上
申
す
る
。

【覧
文
】

⑧
即
刑
部
録
以
二
位
記
筥

一
授
二
之
外
記

一
。

⑨
外
記
執
而
進
二
大
臣

一
就
二
干
印
盤
邊
座

一。

⑩
大
臣
覧
。
詑
外
記
趨
取
二
位
記
筥

一就
二
印
盤
所

一捧
レ
筥
而
立

〈敬
待
下
書
二
殿
字

皐

上
。〉
。

⑧
～
⑩
は
、
こ
れ
か
ら
破
棄
す
る
位
記
を
最
終
的
に
大
臣
が
覧
る

場
面
で
あ
る
。
ま
ず
、
弁
官
に
よ
る
読
申
の
後
に
、
刑
部
録
が
犯
人

の
位
記
を
入
れ
た
筥
を
外
記
に
授
け
る

(⑧
)
。
外
記
は
そ
れ
を
受

け
取
り
、
大
臣
の
下

へ
進
み
位
記
筥
を
預
け
、
印
盤
の
辺
に
あ
る
座

に
就
く

(⑨
)
。
大
臣
が
位
記
を
覧
終
わ
る
と
、
外
記
は
急
ぎ
位
記

筥
を
受
け
取
り
、
印
盤
の
所
で
筥
を
捧
げ
て
立

つ
。
外
記
は
そ
こ
で

式
部
丞
が
殿
字
を
書
き
終
わ
る
ま
で
待

つ

(⑩
)
。
外
記
は
こ
の
後
、

印
盤
の
傍
ら
で
外
記
史
生
の
捺
印
を
監
視
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ

ハ
　

げ

の
動
き
は
外
印
請
印
儀
と
同
様
で
あ
る
。

【殿
位
記
案
】

⑪
式
部
丞
申
云
。
位
記
案

⑫
大
臣
宣
。
書

〈介
〉
。

⑬
丞
称
唯
。
書
二
殿
字

一。
〈爾

〉

殿

字

書

〈
久

〉
。

⑪
～
⑬
は
、
位
記
案
に

「殿
」
字
を
記
す
場
面
で
あ
る
。
位
記
案

を
入
れ
た
筥
は
式
部
録
が
持
ち
参
入
し
、
⑥

の
段
階
で
座
に
着

い
た

と
み
ら
れ
る
。
そ
の
時
に
式
部
丞
の
前
に
は
硯
筥
が
置
か
れ
て
お
り
、
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こ
こ
で
は
式
部
録
が
位
記
案
を
取
り
出
し
、
書
き
終
わ

っ
た
位
記
案

を
筥
に
納

め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
式
部
丞
が

「
位
記
案
に

殿
字
書
く
」
と
上
申
し

(⑪
)
、大
臣
が

『書
け
』
と
宣
す
る
と

(⑫
)
、

式
部
丞
は
称
唯
し
位
記
案
に

「殿
」
字
を
書
く

(⑬
)。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
[史
料

3
]
獄
令
集
解
逸
文
応
除
免

条
令
釈
が

「
々

(官
)
史
元
授
之
司
。
就
二
少
納
言
座

一
而
令
レ
注
二

ヘ
ハ

ぜ

殿
字

一
。」
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『貞
観
儀
式
』
で

「
殿
」

字
を
書
す
式
部
丞
は
六
位
以
下
の
官
職
で
あ
る
の
に
対
し
、
少
納
言

は
五
位
以
上
の
官
職
で
あ
る
。
基
本
的
な
座
の
位
置
の
変
化
だ
け
で

な
く
、
「
殿
」
字
を
書
す
官
職
の
異
な
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

『貞
観
儀
式
』
は
式
部
丞

・
録
の
着
座
位
置
に
つ
い
て
言

及
し
て
お
ら
ず
、
「少
納
言
座
」
に
着
座
し
た
可
能
性
を
否
定
で
き

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
述
の
よ
う
に
弘
仁
年
間
に

「式
日
」
や

「場
」

の
変
化
が
あ

っ
た
と
す
る
と
、
「作
法
」
の
変
化
も
想
定
す
る

必
要
が
あ

ろ
う
。

⑭
詑
。
外
記
唱
二
史
生
名

一
。

⑮
史
生
称
唯
。
趨
進
二
立
盤
所

一
。

⑯
式
部
録
持
二
位
案
筥

一
。
趨
授
二
於
外
記
史
生

一
。

⑰
即
史
生
申
云
。
殿
字

〈爾
〉
印
捺

〈須
〉
。

⑱
大
臣
宣
。
捺

〈世
〉。

⑲
史
生
称
唯
。
捺
レ
之
。
〈捺
印
之
間
。
式

部
史
生
更
参
入
執
二
各

硯
筥

一
退
出
。〉

⑭
～
⑲
は
位
記
案
に
外
印
を
捺
印
す
る
場

面
で
あ
る
。
式
部
丞
が

位
記
案
に

「殿
」
字
を
記
し
終
わ
る
と
、
外

記
が
外
記
史
生
の
名
を

唱
え
る

(⑭
)
。
外
記
史
生
は
称
唯
し
、
再
び
参
入
し
て
印
盤

の
所

に
立
つ

(⑮
)
。
そ
し
て
、
「殿
」
字
を
書
き

入
れ
た
位
記
案
を
納
め

る
筥
を
式
部
録
が
持
ち
進
み
、
外
記
史
生
に
授
け
る

(⑯
)。
す
る

と
、
外
記
史
生
は

『殿
字
に
印
捺
す
』
と
上
申
す
る

(⑰
)。
そ
れ

に
対
し
て
大
臣
は

『捺
せ
』
と
宣
し

(⑱
)
、
外
記
史
生
は
称
唯
し
、

位
記
案
に
外
印
を
捺
す
。
捺
印
の
間
に
、
式

部
史
生
が
再
び
参
入
し
、

硯
筥
を
持

っ
て
退
出
す
る

(⑲
)。
⑩

で
見
た
よ
う
に
、
外
記
史
生

が
捺
印
す
る
傍
ら
に
は
外
記
が
監
視
す
る
。

【殿
位
記
】

⑳
捺
印
已
了
。
史
生
申
云
。
印
捺

〈都
〉
。

⑳
大
臣
無
レ
答
。

⑳
式
部
録
進
而
取
二
位
案
筥

一復
二
本
座

一。

⑳
外
記
申
云
。
位
記
若
干
枚
殿

〈留
〉
。
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⑳
大
臣

宣
。
殿

〈礼
〉

⑳
外
記
称
唯
。
殿
。

⑳
詑
。

刑
部
録
趨
進
取
二
殿
位
記
筥

一
。
復

二
本

座

一
。

⑳
～
⑳

は
位
記
を
破
る
場
面
で
あ
る
。
外
記
史
生
に
よ
る
位
記
案

へ
の
捺
印

が
終
わ
る
と
、
外
記
史
生
は

『印
捺
し
つ
』
と
上
申
す
る

(⑳
)
。
大

臣
は
そ
れ
に
応
え
な

い

(⑳
)
。
そ
の
後
、
式
部
録
が
進

ん
で
、
位

記
案

の
筥
を
外
記
史
生
か
ら
受
け
取
り
、
元
の
座
に
戻
る

(⑳
)。
そ
し
て
、
外
記
史
生
の
傍
ら
に
い
る
外
記
が

『位
記
若
干
枚

殿

る
』
と
上
申
す
る

(⑳
)
。
若
干
枚
と
は
そ
の
時
に
破
棄
す
る
枚

数
を
述
べ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
臣
は

『殿
れ
』
と

宣
す
る

(⑳
)。
外
記
は
称
唯
し
、
位
記
を
破
る

(⑳
)
。
位
記
を
破

り
終
わ
る
と
、
刑
部
録
が
進
み
、
破
ら
れ
た
位
記
を
納
め
る
筥
を
受

け
取
り
、
元

の
座
に
戻
る

(⑳
)
。

【退
出
】

⑳
外
記
史
生
執
二
印
盤

一
而
退
出
。

⑱
次
六
位
已
下
自
レ
下
退
出
。

⑳
次
五
位
已
上
退
出
。

⑳
～
⑳
は

「殿
位
記
」
が
終
わ
り
、
退
出
す
る
場
面
で
あ
る
。
ま

ず
、
外
記
史
生
が
印
盤
を
持
ち
退
出
す
る

(⑳
)。
そ
し
て
、
六
位

以
下
の
官
人
が
下
位
の
者
か
ら
退
出
す
る
。

こ
こ
で
は
式
部
省
や
刑

部
省

の
丞

・
録
を
さ
す

(⑱
)
。
最
後
に
、
五
位
以
上

の
官
人
が
退

出
す
る

(⑳
)。
『西
宮
記
』
巻
七
政
了
退
出
儀
に
外
記
政

の
退
出
作

法
と
し
て

「自
二
下
膓

一起
レ
座
退
出
」
と
見
え
る
が
、
「殿
位
記
儀
」

も
そ
れ
に
准
じ
る
。

三
、
「畏
位
記
」
の
変
遷

(
一
)
八
世
紀
の

「殿
位
記
」

次
に
、
「
殿
位
記
」

に
関
わ
る
史
料
を
博
捜
し
、
位
階
制
の
変
化

と
と
も
に

「殿
位
記
」
の
意
義
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
の
か
考
え

て
み
た

い
。

位
記
の
始
用
は
、
持
統
年
間
の
史
料
に
散
見
す
る
こ
と
か
ら
、
浄

　
の

ゲ

御

原

令

の
施

行

に

よ

っ
て

開

始

さ

れ

た

と

み

ら

れ

る

。

そ

し

て

、
『
続

日

本

紀

』

大

宝

元

年

(
七

〇

一
)

三

月

甲

午

条

に
は

「
始

依

二
新

令

一
、
改

二
制

官

名

、
位

号

一
。

(中

略

)

始

停

二
賜

冠

一
、
易

二
以

位

記

一
。

(
以

下

略

)
」

と

あ

り

、

あ

ら

た

め

て
位

記

使

用

の
徹

底

が

図

ら

れ

た

と

み
ら

れ

る
。
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浄
御
原
令
制
下
の

『日
本
書
紀
』
持
統
七

(六
九
三
)
年
四
月
辛

巳
条
に
は
内
蔵
寮
允
大
伴
男
人
ら
が
位
階
を
下
し
解
官
さ
れ
る
記
事

が
見
え
る
が
、
大
宝
令
制
下
で
あ
れ
ば

「殿
位
記
」
が
執
行
さ
れ
る

一
件
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
殿
位
記
」
が
浄
御
原
令
制
下
で

執
行
さ
れ
た
か
否
か
は
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
先

述
し
た
よ
う
に
、
慶
雲
三

(七
〇
六
)
年
に
除
名
さ
れ
た
官
人
が
六

年
後
に
復
位
す
る
場
合
の
規
定
が
令
文
に
な

い
こ
と
を
問
題
と
し
て

い
る
こ
と

か
ら
す
る
と
、
少
な
く
と
も

「殿
位
記
」
は
大
宝
元

(七

〇

一
)
年
前
後
に
は
執
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
除
免
」
「
官
当
」
が
付
加
さ
れ
る
べ
き
罪
刑

の

執
行
は
当
該
期
の
史
料
上
に
散
見
す
る
が
、
「殿
位
記
」
の
具
体
的

な
執
行
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
史
料
は
乏
し
く
、
そ
の
初
見
は

[史

料
8
]

の
矢
代
女
王
の
例
で
あ
る
。

[史
料
8
]
『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二

条

殿
二
従
四
位
下
矢
代
女
王
位
記

一
。

上
レ
志
也
。

(七
五
八
)
年
十
二
月
丙
午

以
下
被
レ
幸
二
先
帝

一
而
改

矢
代
女

王
は
天
平
九

(七
三
七
)
年

に
元
位
か
ら
正
五
位
上
と

　
お

　

な
る
。
こ
の
矢
代
女
王
の
殿
位
記
の
理
由
に

つ
い
て
は
判
然
と
し
な

い
が
、
先
帝
す
な
わ
ち
聖
武
天
皇

の
寵
愛
を
受
け
な
が
ら
、
他
の
男

性
に

「改
嫁
」
し
た
な
ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
名
例
律
6
不

義
条
に
抵
触
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
史
料
上
に
見
え
る
の
が
、
丹
比
乙
女

の
例
で
あ
る
。

[史
料
9
]
『続
日
本
紀
』
宝
亀
二

(七
七

一
)
年
八
月
辛
酉
条

殿
二
外
従
五
位
下
丹
比
宿
祢
乙
女
位
記

一。
初
乙
女
。
謳
三
告

忍
坂
女
王
。
県
犬
養
姉
女
等
厭
二
魅
乗
輿

一
。
至
レ
是
姉
女
罪
雪
。

故
殿
二
乙
女
位
記

一
。

丹
比
乙
女
は
忍
坂
女
王
ら
が
乗
輿
を
厭
魅
す
る
と
の
謳
告
を
し
た

　
　

　

罪
、

い
わ
ゆ
る
謳
告
謀
反
大
逆
条

に
関
わ

る
除
名

の
適
用
を
受
け

て

「殿
位
記
」
が
執
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

八
世
紀

の

「殿
位
記
」
の
実
例
は
以
上
の
二
例
の
み
で
、

い
ず
れ

も
女
性
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
女
性
の

「殿
位
記
」
の
場
合
、
中

務
省
が
関
与
す
る
。
男
官
の

「殿
位
記
」
が
行
わ
れ
て
い
な

い
と
は

考
え
難
く
、
ま
た
、
女
性
の

「殿
位
記
」
も

二
例
の
み
で
あ
る
と
は

考
え
難

い
。
寡
少
な
実
例
は

『続
日
本
紀
』

の
編
纂
方
針
に
起
因
す

る
可
能
性
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
天
平
宝
字
年
間
に
は

「殿
位
記
」
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が
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

(二
)
九
世
紀
の

「穀
位
記
」

次
に
九

世
紀
の
実
例
で
あ
る
が
、

代
実
録
』
と
に
各

二
件
見
え
る
。

『続
日
本
後
紀
』
と

『日
本
三

[史
料

10
]
『続
日
本
後
紀
』
承
和
十
二

(八
四
五
)
年
十

一
月
乙
巳

条

殿
二
越
前
守
従
四
位
下
零
成
王
四
位

々
記

一
。
縁
レ
有
二
犯
罪

一

也
。

[史
料
11
]
『続
日
本
後
紀
』
承
和
十
四

(八
四
七
)
年
五
月
辛
卯
条

是
日
。
殿
二
前
左
大
弁
従
四
位
上
正
躬
王
。
左
中
弁
従
四
位
下

伴
宿
祢
成
益
。
右
中
弁
従
五
位
上
藤
原
朝
臣
豊
嗣
。
左
少
弁
従

五
位

下
藤
原
朝
臣
岳
雄
等

四
人
位
記
各

一
階

一
。
縁
レ
受
二
推

法
隆
寺
僧
善
榿
違
法
訴
状

一
也
。

[史
料

10
]
は
正
史

で
初
め
て
断
罪

の
奏
聞
か
ら

「殿
位
記
」
ま

で
の
過
程
を
知
り
得
る
例
で
あ
る
。
越
前
守
零
成
王
は
承
和
十

一
年

十
月
に
職
制
律
5
官
人
無
故
不
上
条
に
抵
触
し
越
前
守
を
解
任
さ

　
び

　

れ
、
翌
年
に
執
行
さ
れ
た

「殿
位
記
」
が
こ
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
「官
当
」
に
よ
る
も

の
で
、
「殿
位
記
」
の
対
象
と
な
る
の
は

従
四
位
下
の
位
記
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「殿
位
記
」
の
翌
年
七
月
に

　
が

　

は
正
五
位
上
の
再
叙
に
預
か
っ
て
い
る
。

[史
料
11
]
は

い
わ
ゆ
る

「法
隆
寺
僧
善
榿
訴
訟
事
件
」
の

一
連

の
動
向
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
前
年
の
承
和
十
三
年
十

一
月
に

へ
り

　

五
名
の
弁
官
の
処
分
が
行
わ
れ
、
翌
年
五
月

の

「殿
位
記
」
執
行
が

本
条
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
年
後
の
嘉
祥
元
年
十
二
月
に
三
名
に
対

　
　

　

し
て
再
叙
が
行
わ
れ
て
い
る
。

[史
料
10
]
[史
料
11
]
と
も
に
、
律
の
規
定
が
遵
守
さ
れ
、
そ
れ

に
伴
い

「殿
位
記
」
が
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
注
目
さ
れ
る
の
は
断
罪
の
申
奏
時
か
ら

「殿
位
記
」

執
行
ま
で
の
期
間
が
、
両
史
料
に
お
い
て
は
半
年
～

一
年
を
経
過
す

る
こ
と
で
あ
る
。
第

一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
延
暦
年
間
の
集
解
諸

説
で
は
太
政
官
が
刑
部
省

の
処
断
を
奏
聞
し
裁
可

(奏
報
)
を
得
た

日
に

「殿
位
記
儀
」
を
執
行
す
る
の
に
対
し

て
、
弘
仁
式
以
降
で
は

「奏
報
之
日
」
と

「殿
位
記
」
の
日
と
が
分
離
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

[史
料
10
]

[史
料
11
]
は
弘
仁
年
間
以
降
の
式
日
の
分
離
を
実
例
と

し
て
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
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[史
料
12
]

『日
本
三
代
実
録
』
仁
和
二

(八
八
六
)
年
五
月
十
八
日

条

是
日
。
勅
。
肥
後
守
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
時
長
。
摂
津
守
従
五

位
上
多
治
真
人
藤
善
。
豊
後
守
従
五
位
下
橘
朝
臣
長
茂
。
甲
斐

守
従

五
位
下
藤
原
朝
臣
当
興
等
四
人
。
並
降
二
一
階

一
。
下
二

知
左
右
京
職

一
。
追
二
其
告
身

一
。
時
長
等
拝
レ
官
経
レ
年
。
不

レ
赴

二
任
国

一。
伍
有
二
此
勅
断

一
也
。

[史
料

7
]
『日
本
三
代
実
録
』
仁
和
二

(八
八
六
)
年
十
二
月
二
十

八
日
条是
日
。
公
卿
於
二
外
記
候
庁

一
。
殿
二
罪
人
石
見
守
従
五
位
下

上
毛
野
朝
臣
氏
永
。
散
位
従
七
位
下
大
石
福
麻
呂
等
位
記

一
。

中
務

。
式
部
。
刑
部
等
省
丞
録
従
レ
事
。

ま
た
、

『日
本
三
代
実
録
』
に
み
え
る
実
例
は
右
の
二
件
で
あ
る
。

な
お
、
[
史
料
7
]
は
既
に
第

一
章
で
掲
げ
た
が
、
煩
雑
な
が
ら
再

び
示
す
。

[史
料

12
]
は
職
制
律
5
官
人
無
故
不
上
条
に
抵
触
し
、
肥
後
守

藤
原
時
長

・
摂
津
守
多
治
藤
善

・
曲豆
後
守
橘
長
茂

・
甲
斐
守
藤
原
当

興
ら
四
人

の

「告
身
」
(位
記
)
を
収
め
よ
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

仁
和
二
年
二
月
に
彼
ら
を
含
め
た
十
人
の

「
未
赴
任
」
の
国
司
を
召

問
し
て
お
り
、
罪
刑
の
処
断
は
ほ
ど
な
く
下
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
め

へ

た
だ
し
、
「
殿
位
記
」
が
執
行
さ
れ
た
日
時
は
判
然
と
し
な

い
。
十

世
紀
に
な
る
と
、
「未
赴
任
」

の
官
人
の
位
記
を
破
棄
し
な

い
例
も

あ
り
、
本
条

の
場
合
も
同
様

の
可
能
性
が
あ
る
。

[史
料
7
]
は
石
見
守
上
毛
野
氏
永
と
散
位
大
石
福
麻
呂
ら
の
位

　
ぬ

　

記
を
破
る
。
本
条
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
事

件

で
罪
に
問
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
上
毛
野
氏
永
は
、
石
見
国
迩
摩

郡
郡
司
ら
と
対
立
す
る
中
、
郡
司
と
共
謀
し
た
石
見
介
忍
海
山
下
氏

則
の
妻

へ
の
傷
害
や
強
盗

の
罪
に
問
わ
れ
、
解
任
と

「官
当
」
の
処

断
が
下
さ
れ
る
。
大
石
福
麻
呂
は
、
私
に
官
印
を
偽
造
し
偽
官
符
に

捺
印
し
た
罪
状
で
、
「降
二
先
位
二
等

一
」
す
処
断
が
下
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
罪
状
に
対
す
る
処
断
と
奏
聞
が
な
さ
れ
た
の
も

　
お

ヅ

両
者
は
別
の
日
で
、
上
毛
野
氏
永
は
仁
和
二
年
五
月
、
大
石
福
麻
呂

　
　

レ

は
仁
和
元
年
十
二
月

で
あ
る
。

[史
料
7
]
か
ら
も

「奏
報
之
日
」
と

「
殿
位
記
」

の
式
日
が
分

離
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
複
数
の
異
な
る
処
断
を
合

わ
せ
た

「
殿
位
記
」
を
行

っ
て
お
り
、
効
率
的
に

「殿
位
記
」
が
執

行
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
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(三
)
十
世
紀
以
降
の

「穀
位
記
」

そ
れ
で
は
、
十
世
紀
以
降
は

「殿
位
記
」

る
の
か
。

は
ど
の
よ
う
に
変
遷
す

[史
料
13
]
『日
本
紀
略
』
延
喜
十
三

(九

=
二
)
年
正
月
二
十
八
日

条

前
大
弐
源
朝
臣
依
レ
不
レ
赴
二
大
宰
府

一
召
二
位
記

一。
不
レ
殿

留
二
官
底

一
。

　
あ

ぜ

源
悦
は
大
納
言
源
弘

の
七
男
で
、
母
は
阿
保
親
王

の
娘
で
あ
る
。

延
喜
十

一
年
正
月
七
日
に
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
、
同
年
二
月
十
五
日

に
大
宰
大
弐
に
任
命
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
四
月
に
未
赴
任

の

た
め
に
召
問
さ
れ
、
ま
も
な
く
処
断
が
下
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
[史

料
10
]
雰
成
王
の
例
の
如
く
、
未
赴
任

の
官
人
に
対
し
て
は
、
職
制

律
5
官
人
無
故
不
上
条
に
遵
守
し
本
来
は
位

一
階
が
下
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
条

の
場
合
、
位
記
は
収
公
さ
れ
る
も

の
の

「
不
レ
殿
留
二
官
底

一
」
と
し
て
破
棄
し
な

い
。
さ
ら
に
、
『公

卿
補
任
』

一
本
に
よ
る
と
本
条
の
そ
の
日
に
、
美
濃
権
守

に
任
官

し
、
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
不
レ
殿
留
二
官
底

一」
と
は
形
式
的
に
収
公
し
、
即
日
、
位
記
を
叙
位
の
形
で
返
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
源
悦
の
政
治
的
な
立
場
な
ど
も
考
慮
に
入
れ
る
必

要
は
あ
る
が
、
同
時
期
に
は
遥
任
の
取
り
締
ま
り
が
命
じ
ら
れ
る
な

ど
、
源
悦
の
如
き
事
例
は
稀
有
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
[史
料
12
]
仁
和
二
年

の
肥
後
守
藤
原
時
長
ら
未
赴
任

の
国
司
に
つ
い
て
も
、
位
記
を
収
公
す
る

の
み
で
、
「
殿
位
記
」
に

関
わ
る
記
述
は
見
え
て
い
な

い
。
[史
料
12
]
も
本
条
と
同
様
の
背

景
を
想
定
で
き
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
九
世
紀
後
半
以
降
か
ら
遥
任
国
司
が
増
加
す
る
中

で
、
任
地

へ
の
未
赴
任
に
つ
い
て
は
現
実
的

な
対
応
と
し
て

[史
料

13
]
の
よ
う

に

「殿
位
記
」
は
行
わ
れ
ず
、
形
式
的
な

「収
位
記
」

へ
と
意
義
が
変
化
し
て
い
く
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
傾
向
は
以

下
の
史
料
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

[史
料
14
]
『新
儀
式
』
巻
五
既
退
事

既
退
事

朝
士
若
有
レ
罪
者
。
随
二
其
軽
重

一或
追
レ
位
。
或
解
レ
官
。
大

臣
奉
レ
勅
。
宣
二
下
所
司

一
。
令
下
追

二
位
記

一
殿
上
レ
之
。
其

儀
見
二
儀
式

一
。
〈追
位
者
奉
レ
使
不
レ
下
。
井
諸
国
受
領
吏
無

レ
故
不
レ
赴
レ
任
類
也
。
近
則
延
喜
■
年
、
従
四
位
下
源
悦
。

不
レ
赴
二
大
宰
大
弐
之
任

一
。
従
四
位

上
源
俊
。
天
慶
二
年
奉
二
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推
問
使

一
不
レ
下
之
類
也
。
〉
又
六
位
已
下
依
二
有
レ
犯
井
不

一

レ
上
。
解
二
却
本
官

一。
補
二
任
替
人

一
。
又
或
有
二
坐
レ
事
左

遷
之
者

一
。
〈謂
。
式
部
丞
遷
二
兵
部

一
。
主
計
寮
官
人
遷
二
他

官
井
外
国
橡
目
等

一之
類
也
。
〉
又
追
位
。
解
官
。
左
遷
等
者
。

懲
粛

之
後
。
経
二
二
三
年

一
。
有
下
復
二
本
位
本
官

一
者
上
。
〈延

喜
■
年
。
源
悦
追
位
。
同
年
復
二
本
官

一。
天
慶
二
年
。
源
俊

追
位
。
天
慶
■
年
復
二
本
位

一
。
延
長
■
年
。
橘
■
遷
二
兵
部

丞

一
。
同
年
復
二
本
官

一
。
延
喜
■
年
。
主
計
官
人
皆
遷
レ
外
。

同
年
復
二
本
官

一。
天
慶
■
年
。
同
寮
頭
業
恒
遷
二
主
税
頭

一
。

不
レ
復
二
本
官

一
卒
去
。
助
大
夫
景
行
已
下
。
遷
二
外
国
縁
目

一
。

応
和

二
年
。
景
行
遷
二
主
殿
助

一
。
允
已
下
拝
二
諸
司

一者
。
或

逐
有

下
復
二
本
官

一
者
上
事
見
任
例
也
。〉

[史
料
15
]
『北
山
抄
』
巻
第
四
拾
遺
雑
抄
下

収
罪
人
位
記
事

収
二
罪
人
位
記

一
事

延
喜
十

一
年

〈悦
〉。
天
慶

〈俊
〉
等
例
。
給
二
官
符
於
京
職

一
。

安
和

二
年

〈敏
延
〉
例
。
召
二
京
職
官
人

一
仰
レ
之
。
〈進
二
位

記

一
検
非
違
使
収
レ
之
。
〉
寛
弘
。
朝
兼
時
。
給
二
官
一旨
於
検
非

違
使

一
。
時
人
難
云
。
非
例
。
上
卿
不
レ
尋
二
旧
例

一
。
所
レ
被

レ
行

鰍
。
但
検
二
儀
式

一
。
刑
部
式
等
。
刑
部
収
レ
之
。
令
レ
付

二
検

非

違

使

一
。

糺

弾

之

者

《
旨

ヵ
》

便

仰

レ
之

。

非

レ
無

レ
所

レ
擦

乎

。

近

例

。
仰

二
京

職

一
。
復

二
本

位

一
之

時

。
更

以

叙

位

。

新

作

レ
位

記

一
。

云

々
。

〈
不

三
必

進

二
位

記

之

実

一
。
〉

[史
料
14
]
『新
儀
式
』
は
応
和
三

(九
六
三
)
年
頃
の
撰
進
と
さ

れ
る
が
、
当
時

の

「
殿
位
記
」
を
め
ぐ
る
意
識
に
つ
い
て
多
く
の
示

唆
に
富
む
史
料

で
あ
る
。
ま
ず
、
注
目
さ
れ

る
点
と
し
て
、
「朝
士
」

す
な
わ
ち
五
位
以
上
と

「
六
位
已
下
」
と
が
対
照
的
に
叙
述
さ
れ
る

こ
と

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「朝
士
」
が
罪
を
犯
し
た
場
合

に
追
位

・

解
官
が
列
記
さ
れ
る
の
に
対
し
、
「
六
位
已

下
」
は
本
官
を
解
却
し

代
替
の
人
を
補
任
す
る
と
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、追
位
、
す
な
わ
ち
「殿

位
記
」
の
対
象
は
五
位
以
上
に
限
定
さ
れ
る
と
の
意
識
が
あ

っ
た
こ

と
を
窺
え
る
。

ま
た
、
列
挙
さ
れ
る
追
位

の
要
因
が
い
ず
れ
も
官
職
に
関
わ
る
こ

と
、
特
に
受
領
層
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
、
律
に
定
め
る
位

階
降
下
の
対
象
と
な
る
罪
に
は
不
孝

・
不
義

な
ど
の
必
ず
し
も
職
務

に
関
わ
ら
な
い
、
親
族
に
対
す
る
罪
や
礼
義

に
反
す
る
罪
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
皇
に
対
す
る
謀
反
や
大
不
敬
な
ど
の
犯

罪
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
追
位
は
限
定
的
な
階
層
に
お

け
る
限
定
さ
れ
た
職
務
で
の
懲
罰
行
為
に
収
敏
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
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る
。そ
し
て
、
追
位

・
解
官

・
左
遷
を
受
け
た
者
は
懲
粛
の
後
に
二
、

三
年
を
経

て
本
位
本
官
に
戻
る
と
記
述
さ
れ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ

る
。
律
の
規
定
で
は
、
最
も
軽

い

「免
所
居
官
」
で
も

「殿
位
記
」

の

一
年
後

に
先
位
か
ら

一
等
下
し
て
叙
位
に
預
か
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
数
年

で
本
位
本
官
に
戻
る
こ
と
は
律

の
法
意
に
そ
ぐ
わ
な

い
も

の
で
あ
る
。
『新
儀
式
』
は
そ

の
実
例
と
し
て
、
源
悦
や
源
俊
ら
の

例
を
掲
げ

る
。
源
悦
に
つ
い
て
は

[史
料
13
]
に
掲
げ
た
が
、
源
俊

に
つ
い
て
は
、
天
慶
三

(九
四
〇
)
年
に
推
問
東
国
使
と
し
て
進
発

　
ぷ

レ

し
な

い
た
め
に
解
却
さ
れ
、
そ
の
時
に
追
位
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

同
年
十
二
月
に
恩
赦
を
被
り
本
位
に
復
し
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
後
、

天
慶

五
年

に
は
左
衛
門
佐
と

い
う
更
に
上
位

の
官
職
に
任
命
さ
れ

　
サ

　

る
。
『新

儀
式
』

に
み
え
る
他
の
例
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
史
料
を

確
認
で
き
な
い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
追
位

・
解
官

の
後
に
本
位

本
官
に
復

し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

事
例
が
次
第

に

一
般
化
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
、
「追
位
」
す
な
わ

ち

「殿
位

記
」
は
そ
の
意
義
を
失
い
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
、十

一
世
紀
に
成
立
す
る
[史
料
15
]
『北
山
抄
』
を
見
る
と
、

「
殿
位
記

」
で
は
な
く

「収
罪
人
位
記
」

へ
と
事
書
が
変
化
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
内
容
も
位
記
収
公
に
際
し
て
、
ど
の
官
司
が
関
与
す

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
か
と
の
点
に
終
始
し
、
末
尾
に
は

「不
三
必

進
二
位
記
之
実

一
。」
と
あ
り
、
「
殿
位
記
」
だ
け
で
な
く
、
位
記

の

収
公
も
執
行
さ
れ
な
く
な
る
傾
向
も
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

ハ
が

　

し

、

実

例

を

見

る
と

、

長

元

四

(
一
〇

三

一
)

年

の

藤

原

相

通

や

　
　

　

長
元
五

(
一
〇
三
二
)
年

の
国
正
王

の
場
合
、

い
ず
れ
も
京
職
に

取
り
進
る
よ
う
宣
旨
が
下
さ
れ
、
「
収
位
記

」
は
執
行
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
「殿
位
記
」
を
窺
わ
せ
る
記
述
は
な
く
、
「収

位
記
」
が
第

一
義
と
な

っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

(四
)
「殿
位
記
」
の
変
遷
の
背
景

こ
の
よ
う
に
、
史
料
上
に
見
え
る

「殿
位
記
」
の
実
例
に
つ
い
て

考
察
し
た
が
、
八
世
紀
代
に
は
獄
令

28
応
除
免
条
に
則

っ
て
執
行
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
九
世
紀
前
半
の
弘
仁
期
を
境
に

「奏
報
之
日
」
と

「殿
位
記
儀
」
の
式
日
と
が
分
離
し
、
同
時
に

「場
」

の
変
化
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
九
世
紀
後
半
か
ら
十

世
紀
に
か
け
て
、
遥
任
が
問
題
化
す
る
中
で
、
「
殿
位
記
」
を
行
わ

な
い
事
例
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
さ
ら

に
、
位
階
降
下
は
形
式

的
で
間
も
な
く
本
位
に
復
す
る
事
例
も
珍
し
く
な
く
な
る
。
十

一
世

紀

に
な
る
と
、
「収
位
記
」
が
第

一
義
と
な
り
、
現
実
的
に
位
記
を

収
め
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、犯
罪
人
の
位
記
を
め
ぐ
り

「
殿
位
記
」
か
ら

「収

位
記
」

へ
と
変
化
す
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
「
殿
位
記
」
の
主
導
的
官
司
で
あ
る
刑
部
省
が
そ
の
裁
判

機
能
を
次

第
に
消
滅
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
既

に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
九
世
紀
以
降
、
裁
判
機
能
は
刑
部
省
か
ら

検
非
違
使

へ
と
収
敏
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
「
殿
位
記
」
の

前
提
と
な
る
刑
部
省
に
よ
る

「断
罪
奏
」
の
意
義
が
低
下
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は

い
く

つ
か
の

「断
罪
奏
」
を
ま

と
め
た
形

で

「殿
位
記
」
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
「
殿
位
記
」

の
意
義
が
喪
失
す
る
と
、
「収
位
記
」

へ
と
意
義
が
転
化
し
、
そ
の

主
導
的
官
司
も
刑
部
省
か
ら
京
職

へ
と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
律
令
官
人
制
の
中
で
、
位
階
か
ら
官
職

へ
と
そ
の
重
要

性
が
移
行

し
た
こ
と
が

「殿
位
記
」
の
意
義
喪
失
の
背
景
と
し
て
考

え
ら
れ
よ
う
。
吉
川
真
司
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
叙
爵
の
際
、
天
長

年
間
に
は
位
階
の
上
日

・
成
選
か
ら
官
職
の
年
労
を
重
視
す
る
方
向

へ
と

い
う
変
化
が
見
ら
れ
、
奏
授

の
六
位
以
下
の
位
階
に
つ
い
て
も

ロ
　

　

十
世
紀
に
は
形
骸
化
が
進
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
見
た

「
殿

位
記
」

の
変
遷
も
、
九
世
紀
後
半
～
十
世
紀
に
か
け
て
変
化
が
見
ら

れ
、
位
階
制
の
変
化
と
符
合
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
十
世
紀
以
降

に
お
い
て
も
、
五
位
以
上
の
階
層
に
は

「収
位
記
」
と
し
て
変
質
し

な
が
ら
も
散
見
さ
れ
、
官
職
重
視
の
体
制
で
位
記
が
ど
の
よ
う
な
意

義
を
有
し
て
い
た
の
か
、
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

四
、
お
わ
り
に

以
上

の
よ
う
に
、
「殿
位
記
儀
」
と

「
殿
位
記
」

の
変
遷
と

に
つ

い
て
見
て
き
た
が
、
既
に
先
学
に
よ
り
指
摘

さ
れ
る
位
階
制
の
変
質

に
ほ
ぼ
符
合
す
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
、
唐
令
と

比
較
し
、
今
後
の
課
題
を
示
し
た
い
。

「
殿
位
記
」
の
法
的
根
拠
と
な
る
大
宝
獄
令
28
応
除
免
条

の
復
元

は
、
わ
ず
か
に
古
記
が
残
る
の
み
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
養
老
令
文
と
同

　
れ

　

文
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
唐
令
は
ど
う
か
。
北
宋
天
聖
令

へ
ね

　

の
発
見
に
よ
り
唐
令
獄
官
条

の
復
元
も
可
能
と
な

っ
た
。
[史
料
16
]

は
獄
令
28
応
除
免
条
に
対
応
す
る
唐
獄
官
令
条
文
で
、
波
線
部
分
が

日
唐
両
令
に
共
通
す
る
字
句
で
あ
る
。

[史
料
16
]
天

一
閣
蔵
明
紗
本
北
宋
天
聖
令

諸
犯
罪
。
応
除
。
免
及
官
当
者
。
計
所
除
。
免
。
官
当
給
降
至

告
身
。
瞭
追
納
庫
。
奏
報
之
日
。
除
名
者
官
。
爵
告
身
悉
殿
。
〈婦
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人
有

邑
号
者
。
亦
準
此
。
〉
官
当
及
免
官
。
免
所
居
官
者
。
唯

殿
見
当
免
及
降
至
者
告
身
。
降
所
不
至
者
。
不
在
追
限
。
応
殿
者
。

並
送
省
。
連
案
。
注

「殿
」
字
納
庫
。
不
応
殿
者
。
断
処
案
呈

付
。
若
推
検
合
復
者
。
皆
勘
所
殿
告
身
。
状
同
。
然
後
申
奏
。

[史
料
1
]
獄
令
28
応
除
免
条

凡
犯

レ
罪
応
二
除
免
及
官
当

一
者
。
奏
報
之
日
。
除
名
者
。
位

記
悉
殿
。
官
当
及
免
官
者
。
免
所
居
官
者
。
唯
殿
二
見
当
及
降

至
者
位
記

一
。
降
所
不
至
者
。
不
レ
在
二
追
限

一
。
応
レ
殿
者
。

並
送
二
太
政
官

一殿
。
式
部
案
注
二
殿
字

一
。
〈以
二
太
政
官
印

一
。

印
二
殿
字
上

一
。
〉

唐
令
の

「
官
爵
告
身
」
「告
身
」
を
日
本
令
で

「位
記
」
と
読
み

替
え
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
日
本
令
は
唐
令
を
概

ね
継
受
し

た
こ
と
が
分
か
る
。
位
記
を
破
棄
す
る
こ
と
や
位
記
案

に

「
殿
」
字
を
記
す
こ
と
な
ど
の
行
為
も
唐
令
か
ら
の
継
受
で
あ
る
。

一
方
で
、
日
本
令
本
註
の
位
記
案

へ
の

「太
政
官
印
」
捺
印
に
相
当

す
る
条
文

は
唐
令
に
は
見
ら
れ
な

い
。
す
な
わ
ち
、
破
棄
さ
れ
る
文

書

へ
の
捺

印
は
日
本
側

の
意
図
に
よ
り
加
筆
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。破
棄
文
書

へ
の
捺
印
は
位
記
案

の
み
で
な
い
。
養
老
七

(七
二
三
)

年
七
月
二
十
日
太
政
官
処
分
は
、
僧
尼
が
犯
罪
に
よ
り
還
俗
し
た
場

合
、
公
験
は
弁
官

(太
政
官
)
で
破
棄
し
、
玄
蕃
寮
に
残
る
公
験
案

は

「犯
罪
還
俗
」
と
記
し
太
政
官
印
を
捺
印

し
、
ま
た
、
入
師
位
や

遷
寺
、
自
発
的
な
還
俗
の
場
合
、
公
験
は
治
部
省
に
安
置
し
、
公
験

案
は

「入
師
位
遷
寺
還
俗
」
と
記
し
太
政
官
印
を
捺
印
せ
よ
と
規
定

へ
　

　

す
る
。
本
稿
で
は

「殿
位
記
」
す
な
わ
ち
位
記

・
位
記
案

の
破
棄
に
つ
い

て
考
察
し
た
が
、
文
書
破
棄
の
手
続
き
は

一
定
の
論
理
の
下
で
執
行

さ
れ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
文
書
破
棄
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
日
唐

両
令

の
比
較
か
ら
文
書
木
簡
の
廃
棄
例
ま
で
更
に
考
察
を
深
め
る
必

要
は
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
拙
稿
を
終
え
た

い
。

[付
記
]
本
稿
は
学
習
院
大
学
大
学
院
博
士

後
期
課
程
在
籍
中
に
笹

山
晴
生
ゼ
ミ

「
『儀
式
』
講
読
」
で
報
告
し
た
内
容
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

⑤1注

公
式
令

16
勅
授
位
記
式
条

・
17
奏
授
位
記
式
条

・
18
判
授
位
記
式
条
。

位
記

の
始

用
に

つ
い
て
は
、
黛
弘
道

「位

記

の
始
用
と
そ

の
意
義
」

(同

『律
令
国
家

成
立
史

の
研
究
』

所
収
、
吉
川
弘
文

館
、

一
九

八
二
、
初
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(
3
)

((

54
))

 

(
6
)

(
7
)

(
8
)

(
9
)

(
10
)

(
11
)

(
12
)

(
13
)

出

は

一
九

五
七

)
、
黒
木
巌

「
位

記

の
使

用
開
始

に

つ
い
て
」

(
駒
沢

大
学
大

学
院
史
学
会

古
代
史
部
会

編

『
日
本
古

代
史
学
論

聚
』
、

一
九

七
九
)
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
、
「
殿
位
記
儀
」
に

つ
い
て
は
吉
川
真
司

「
外

印
請
印

考
」

(
同

『律

令
官
僚
制

の
研
究
』
所

収
、
吉

川
弘
文
館
、

一

九
九

八
、
初
出

は

一
九
九
五
)

で
外
記
政

の

一
つ
と
し
て
詳
論
す
る
。

破
棄

の
対
象

と
な

る
位
記

は
、
三
年
後

に
先
位

か

ら
二
等

下
し

て
叙

位

に
与

る
こ
と

か
ら
、
現

に
帯
す

る
位

階
と

一
等
下

の
位
階

と

の
二

枚

の
位

記
と

な
る

(獄
令
義
解
応
除
免
条
)
。

『続

日
本
紀
』

慶
雲
三
年

二
月
庚
寅
条
。

裁
判

制
度

の
変
遷
を

め
ぐ

っ
て
は
検

非
違

使
や
弾

正
台

・
京

職
な
ど

諸
官

司
と

の
関
連

で
議
論
は
あ

る
が
、
本
稿

で
は
詳
論
し
な

い
。

獄
令

1
犯
罪
条
。

獄
令

2
郡
決
条
。

公
式
令

集
解

任
授
官

位
条
令

釈

・
跡

記

・
穴

記
。
弘

仁
式
部

式
下
断

簡

(九
条
家
本
延
喜
式
紙
背
)
殿
罪

人
位

記
条

。

延
喜

刑
部
式
殿
罪
人
位
記
条

に
も

「省
収

二
位
記

一
」
と
あ
る
。

　

一

職

員
令

66
左
京
職
条
。

延
喜

刑
部
式
殿
罪
人
位
記
条
。

公
式
令
任

授
官
位
条

「
其
有
二
考
解

及
犯
罪
除
免

一
者
。
解
免
之

司
亦

録
二
解
免

之
状

一
。
准
レ
前
造

レ
簿
。

傍
録
報

二
元
任
授

一
。
除

二
注
簿

案

」
。
」
と

す

る
規

定

に
則

っ
た
報
告

で
あ

る
。
集
解
諸

説
か

ら

「
解

免
之
司
」

の

「解
司
」
と

は
太

政
官

、
「
免
司
」
と

は
刑
部
省

で
あ
り
、

「
元
任
授
」
と

は
式
部
省

・
兵

部
省

及
び
中
務
省
と
考
え

ら
れ
る
。

ま

た
、

『貞
観
儀
式
』

で
刑
部
省

が

「
殿
位
記
儀

」

の
式

日
を
定

め
る

の
に
対

し

て
、
[
史
料

5
]
弘
仁
式

部
式

で
は
太
政
官

が
定
め
る
と
あ

る
。
刑

部
省

が
先

行
し

て
式
日
を

定
め

た
と
し

て
も

太
政
官

の
認

可

は
必

要

で
あ

る
と
考
え

ら
れ
、
結

果
的

に
太
政
官

が
刑
部
省

の
定

め

た
日
を
認
め

る
同
様
な
手
続
き
と
し

て
考
え
ら
れ

る
。

(
14
)

『貞
観

儀
式
』

に
み
え

る

「
殿
位
記

儀
」

の
作

法
は
、

『西
宮

記
』
外

記
政

(申
文

・
外

印
請
印

儀
)
と

細
部

の
異
同

は
あ

る
が
、

基
本
的

に

一
致
す

る
点
が
多
く
、
外
記
政

に
准

じ
る
も

の
と
考
え

ら
れ
る

(吉

川

(
2
)
論
文

に
詳
し

い
)
。

(
15
)
橋
本
義
則

「
「
外
記
政
」
の
成
立
」
(同

『平
安

宮
成

立
史

の
研
究
』
所
収

、

塙
書
房
、

一
九
九
五
)

(
16
)
吉
川

(
2
)
論
文
。

(
17
)
延
喜

式
部
式
殿
罪
人
位

記
条
。

『日
本

三
代
実

録
』

仁
和

二
年
十

二
月

二
十

八

日
条

で
は
、
石
見

守
従

五
位

下
上
毛
野
朝

臣
氏
永
と

散
位
従

七

位
下

大
石
福

麻
呂

の
位
記

が
破

殿
さ

れ
る
が
、

そ

の
儀

に
中
務

・

式
部

・
刑
部
省

の
丞
録
が
参
入

し
て

い
る
こ
と

が
分

か
る
。

(
18
)

『貞
観
儀
式
』

で
は
式

部
丞
録
が
位
記
案
筥

を
持

つ
と
す

る
が
、
弘
仁

式

部
式

殿

罪
人
位

記
条

・
延
喜

刑
部

式
殿

罪
人

位
記

条
な

ど

で
は
、

三
省
録

が

「
位
案
筥
」
を
持

つ
と
す

る
。

(
19
)

延
喜

刑
部
式

殿
罪
人
位
記
条

。

(
20
)
延
喜

刑
部
式
殿
罪
人
位
記
条

。

(
21
)
延
喜

式
部

式
殿
罪
人

位
記
条

に
も

「
二
省

録
。

(中
略
)

依
レ
次
就

レ

座
並

如
二
常
儀

・
。
」
と
あ

る
。

一

　

一

(
22
)
吉
川

(2
)
論
文
。

(
23
)
吉

川

(
2
)
論
文

「
殿
位

記
」

の
考
察

の
中

で
、
令
釈

の
記
述

に

つ
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い
て
触
れ

ら
れ
る
。

(24
)
黛

(
2
)
論
文
。

(25
)

『続
日
本
紀
』

天
平
九
年

二
月
戊
午
条

(
26
)
唐
闘
訟
律

謳
告

謀
反
大
逆
条
。
日
本
律

に
は
対
応
す

る
条
文

が
伝
わ

っ

て
い
な

い
。

　

30
)

　 　 　

292827
)))

 

(
31
)

(
32
)

『続
日
本
後
紀
』
承
和
十

一
年

十
月
壬
寅
条
。

『続
日
本
後
紀
』
承
和
十

三
年

七
月
己
未
条
。

『続
日
本
後
紀
』
承
和
十

三
年

十

一
月
壬
子
条
。

『続

日
本
後
紀
』
嘉
祥

元
年
十

二
月
庚
戌
条
。
左
少

弁
藤
原
岳
雄

は
再

叙
に
与

っ
て
い
な

い
が
、

既
に
死
亡
し

て
い
た
と

み
ら
れ

る
。

こ

の
位

記
収
公

の
勅
が

下
さ

れ
た
六

日
前

に
は
、
後
述

の
石
見
守

上

毛

野
氏

永

へ
の
処
断

・
奏
聞

が
行
わ

れ
、
氏

永

の
位

記
は

同
年
十

二

月

に
殿

ら
れ

て

い
る
。

両
者

に
関
連

性
が
あ

る

の
か
窺
う

こ
と

は

で

き

な

い
が
、
本

例
以
前

の
前
年

十

二
月

に
処

断
さ

れ
た
大

石
福
麻

呂

の
位
記
も

十

二
月

に
殿
ら

れ

て
お

り
、
本
例

の
位

記
も
十

二
月

に
殿

ら
れ
た

可
能
性

が
あ

る
。
た

だ
し
、
後

述
す

る
が
、

延
喜
十

三
年

の

源

悦

の
場
合
、
位

記
は
収

公
す

る
が

殿
ら
な

い
例

が
あ

る
こ
と
を

考

え

る
と
、

国
司

の
遥

任

の
状
態

化

に
伴

い
位

記
を
殿

ら
な

か

っ
た

可

能
性
も

あ
る

の
で
は
な

い
か
。

大

石
福
麻
呂

が
処
断

さ
れ

た
同

日
に
は
筑

後
守
都

御
酉
殺

害

で

「官

当

除
名
」

な
ど

の
処
分

を
受

け
た
者

(筑
後

少
目
建

部
公
貞

道

・
蔭

子
清

原
真

人
利
蔭

・
前

肥
後
橡

藤
原

武
岡

ら
)
が
見

え
、

[史

料

10
]

で
は
殿
位

記

の
対

象
と

し

て

「
大

石
福

麻
呂
等

」
と
表

記
さ

れ

る
こ

と
か
ら
、

両
者

以
外

に
複
数

の
対
象
者

が

い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

35
)

　 　

3433
))

 

(36
)

　

40
)

　 　 　

393837
)))

 

(
41

)

(
42
)

(
43
)

『日
本
三
代
実
録
』
仁
和

二
年
五
月
十

二
日
条

『日
本
三
代
実
録
』
仁
和
元
年
十

二
月

二
十
三
日
条

『
公
卿
補
任

』
延
喜

十
九

年

「
源
悦
」
。

以
下
、
源
悦

に
関

し
て
は
同

史
料
に
よ
る
。

『日
本
紀
略

』
天
慶

三
年

正
月
九
日
条
。
東
国
推
問
使

と
し

て
右
衛
門

権
佐
源

朝
臣
俊

、
左
衛

門
少
尉
高

階
良
臣

、
勘
解
由

主
典
阿
蘇

広
遠

ら
が
解
任
さ
れ

る
。

『貞
信
公
記
抄
』
同
日
条
に
よ
る
と
、
源
俊
は

「除

官
位

」
、
高
階
良
臣

・
阿
蘇
広
遠
は

「
解
官
」

で
処
分
さ
れ
る
。

『本
朝
世
紀
』
天
慶

五
年
閏

三
月

一
日
条

『小
右
記
』
長
元
四
年

八
月

八
日
条
。

『小
右
記
』
長
元
五
年
十

二
月

二
十

五
日
条
。

吉

川
真

司

「
律
令
官

人
制

の
再
編

」
(
『
日
本
史

研
究
』

三
二
〇
、

一

九
八
九
)
。

仁
井

田
陞
著

・
池

田
温

編

『唐
令
拾
遺
補
』
、
東
京
大

学
出
版
会
、

一

九
九
七
。

天

一
閣
博

物
館
他

校
証

『
天

一
閣
蔵

明
紗
本

天
聖
令
校

証

附
唐
令

復

元
研
究
』
、
中
華
書
局
、

二
〇
〇
六
。

僧

尼
令
集

解
身

死
条
令
釈
所

引
養
老

七

(七

二
三
)
年
七
月

二
十

日

太

政
官

処
分
。

こ

こ
の

「
公
験
」

と
は
雑
令

38
造
僧

尼
籍
条

の
僧
尼

名
籍

を
さ
す
。
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